
 
【生成AIパスポート試験シラバス】 
　(2027年2月試験より適用) 
 
大項目 中項目 学習目標 学習項目 詳細キーワード 

第１章 
AIの基礎と歴史 

AIの基本的な仕組み 
AIの定義をはじめとした基礎
的な概念と、AIに知能をもた
らす2つの仕組みを理解する 

AIとは AI（人工知能）、ルールベース、機
械学習、ディープラーニング（深層

学習） ルールベースと機械学習 

ルールベースの限界と機械学習

への発展 

機械学習 
機械学習の基本的な考え方

と、代表的な学習手法それぞ

れの違いを理解する 

機械学習とは 学習済みモデル、教師あり学習、

教師データ、分類、回帰、二値分

類、多値分類、正解率、教師なし

学習、クラスタリング、次元削減、

強化学習、報酬、価値、方策、半

教師あり学習、ノーフリーランチ定

理、機械学習 

教師あり学習 

教師なし学習 

強化学習 

半教師あり学習 

ノーフリーランチ定理 

ニューラルネットワーク 

ニューラルネットワークと

ディープラーニングの仕組

み、代表的なモデル、識別系

AIと生成系AIの違いを理解す
る 

人間の脳とニューラルネットワー

ク 
ニューラルネットワーク、入力層、

隠れ層、出力層、重み、活性化関

数、損失関数、誤差逆伝播法（バッ

クプロパゲーション）、勾配降下

法、過学習（オーバーフィッティン

グ）、汎化、アーリーストッピング、

正則化、ドロップアウト、転移学

習、ファインチューニング、CNN、
畳み込み、コンピュータビジョン、

RNN（再帰型ニューラルネットワー
ク）、シーケンスデータ、勾配消失

問題、勾配爆発問題、LSTM、
Attention、Transformerモデル、
VAE（変分オートエンコーダ）、ノイ
ズ、エンコーダ、デコーダ、潜在ベ

クトル、GAN（敵対的生成ネット
ワーク）、生成器（Generator）、識
別系AI、生成系AI、ディープフェイ
ク、ディープラーニング（深層学

習）、学習済みモデル、次元削減 

ディープラーニング（深層学習） 

重みの調整による学習の仕組み 

過学習と対策 

転移学習 

CNN 

RNN 

LSTM 

VAE 

GAN 

識別系AIと生成系AIの違い 

AIの歴史 
AIの誕生から現在までの変遷
と、シンギュラリティの基本的

な概念を学習する 

AI研究の始まり（ダートマス会議） ダートマス会議、第一次AIブーム、
探索、推論、第二次AIブーム、エキ
スパートシステム、知識ベース、AI
の冬、第三次AIブーム、ビッグデー
タ、拡散モデル（Diffusion Model）、
シンギュラリティ（技術的特異点）、

機械学習、ディープラーニング（深

層学習）、Transformer、LLM（大規
模言語モデル） 

第一次AIブーム（探索と推論） 

第二次AIブーム（知識表現・エキ
スパートシステム） 

第三次AIブーム（機械学習・
ディープラーニング） 

ディープラーニングから生成AIへ 

シンギュラリティと今後の展望 
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大項目 中項目 学習目標 学習項目 詳細キーワード 

第２章 
生成AI 

生成AIを支える技術革
新（Transformer以降） 

現在の生成AIを直接切り開い
たTransformer以降の技術革
新と、基盤モデル・マルチモー

ダル化の流れを理解する 

Transformerモデルの革命 Transformer、自然言語処理、
Self-Attention（自己注意機構）、
Query、Key、Value、並列処理、長
距離依存、拡散モデル（Diffusion 
Model）、拡散過程、逆拡散過程、
潜在拡散モデル（Latent Diffusion 
Model）、基盤モデル（Foundation 
Model）、マルチモーダルモデル、
モダリティ、エンコーダ、デコーダ、

マルチモーダル 

Transformer登場以後の派生モ
デルの系譜 

拡散モデルの登場 

基盤モデルとマルチモーダルモデ

ル 

生成AIの学習プロセス 

大規模言語モデルの学習が

事前学習・ファインチューニン

グ・RLHFの3段階で行われる
ことと、学習データの課題を理

解する 

事前学習 事前学習、次トークン予測、トーク

ン、パラメータ、ハルシネーション、

ファインチューニング、教師ありファ

インチューニング、指示チューニン

グ（Instruction Tuning）、ドメイン適
応、RLHF（人間のフィードバックに
よる強化学習）、報酬モデル、バイ

アス、スケーリング則（Scaling 
Laws）、創発的能力、追加学習、
人間の評価、学習データ、データ

の品質、著作権 

ファインチューニング 

RLHF 

学習データの規模と課題 

スケーリング則 

生成AIの生成（推論）プ
ロセス 

生成AIが文章を生成する仕
組みと、ハルシネーションが

起こる理由、生成パラメータや

コンテキストウィンドウを理解

する 

トークン化 トークン化、サブワード、埋め込み（

Embedding）、ベクトル、確率分
布、ハルシネーション、RAG（検索
拡張生成）、生成パラメータ、

Temperature、Top-p、コンテキスト
ウィンドウ、トークン 

埋め込みとベクトル表現 

確率的な次トークン予測 

ハルシネーション 

生成パラメータ（Temperature・
Top-p） 

コンテキストウィンドウ 

LLM（大規模言語モデ
ル）の基礎 

LMとLLMの違いとLLMの特
性、オンプレミス／オープン

ソースLLMの位置づけを理解
する 

LM（言語モデル）とは 言語モデル（LM：Language Model
）、大規模言語モデル（LLM：Large 
Language Model）、創発的能力、
プロンプト（指示文）、クラウド型

LLM、オンプレミスLLM、データ主
権、オープンウェイト、自然言語処

理、オープンソースLLM、ライセン
ス 

LLM（大規模言語モデル）とは 

オンプレミス／オープンソース

LLM 

ChatGPTと主要な生成
AIモデルの動向 

ChatGPTの歴史とGPTシ
リーズの進化、推論モデル、

主要な生成AIサービスの特徴
を理解するとともに、生成AIの
最新動向を継続的にキャッチ

アップするための情報収集力

を身につける 

ChatGPTとは マルチモーダル、推論モデル（

Reasoning Model）、推論時の計
算、思考の連鎖（

Chain-of-Thought）、事前学習、
RLHF（人間のフィードバックによる
強化学習）、推論、コーディング

エージェント 

ChatGPT登場までの歴史（
GPT-1〜GPT-3.5） 

GPTモデルの進化（GPT-4〜
GPT-6 Astra） 

マルチモーダルモデルへの展開 

推論モデルと推論時の計算 

Operator / Codex / Image 
Generation 

Gemini（Google） 

Claude（Anthropic） 

Copilot（Microsoft） 

各モダリティの生成AI 

画像・音楽・音声・動画それぞ

れの生成AIの仕組みと主な
ツール、活用事例および注意

点を理解する 

画像生成AI 画像生成AI、インペインティング、
電子透かし、来歴情報、C2PA、音
楽生成AI、音声生成AI、ニューラ
ルTTS（Text-to-Speech）、Voice 
Cloning、動画生成AI、ディープフェ
イク、拡散モデル、本人の同意 

音楽生成AI 

音声生成AI 

動画生成AI 
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大項目 中項目 学習目標 学習項目 詳細キーワード 

第３章 
AIエージェント 

AIエージェントとは 

AIエージェントの定義と従来
の対話型生成AIとの違い、自
律性のレベルの考え方を理解

する 

AIエージェントの定義 AIエージェント、ワークフロー型
エージェント、自律型エージェント、

推論モデル、コンテキストウィンド

ウ、Human-in-the-Loop、計画 

従来の生成AIとの違い 

ワークフロー型エージェントと自

律型エージェント 

AIエージェントが注目される背景 

自律性のレベル 

AIエージェントの役割 

RAG（検索拡張生成） 
RAGが必要とされる理由と仕
組み、発展形、ユースケー

ス、主なツールを理解する 

RAGとは RAG（Retrieval-Augmented 
Generation：検索拡張生成）、ハル
シネーション、埋め込み（

Embedding）、ベクトルデータベー
ス、意味的検索（セマンティック検

索）、リランキング、ハイブリッド検

索、Advanced RAG、クエリの書き
換え、Agentic RAG、Graph RAG、
知識グラフ、チャンク分割、メタ

データ、データサイロ、正確性、最

新性 

RAGが必要とされる理由 

RAGの仕組み 

RAGの発展 

RAGのユースケース 

主なRAGツール・フレームワーク 

AIエージェントの仕組み 

LLMを中核としたエージェント
の構成要素と、推論と行動の

フィードバックループを理解す

る 

LLMを中核とした構成 タスク分解と計画、サブタスク、

Function Calling、Tool Use、記憶
（メモリ）、短期メモリ、長期メモリ、

コンテキスト管理、コンテキストエン

ジニアリング、システムプロンプト、

ガードレール、構造化出力、フィー

ドバックループ、LLM（大規模言語
モデル）、推論、観察、再計画 

タスク分解と計画 

ツール実行 

記憶（メモリ）とコンテキスト管理 

コンテキストエンジニアリング 

推論と行動のフィードバックルー

プ 

MCP・Agent Skills と外
部連携 

MCPやAgent Skillsといった
外部連携・拡張の仕組みと、

マルチエージェントの考え方を

理解する 

MCP（Model Context Protocol）
とは 

MCP（Model Context Protocol）、
MCPサーバー、権限管理、マルチ
エージェント、サブエージェント、

A2A（Agent-to-Agent）、Agent 
Skills（エージェントスキル）、データ
ソース、アクセス権限 

外部ツール・データソースとの連

携 

マルチエージェント・エージェント

間連携 

A2A（Agent-to-Agent）連携プロト
コル 

Agent Skills（エージェントスキ
ル）とは 

AIエージェントのツール
と活用事例 

コーディングエージェントをは

じめとする主要なエージェント

ツールと、その活用事例を理

解する 

コーディングエージェント コーディングエージェント、プルリク

エスト、ハーネスエンジニアリング、

プロンプトエンジニアリング、コンテ

キストエンジニアリング、ディープリ

サーチ、コード生成、役割分担 

ハーネスエンジニアリング 

ブラウザ操作・PC操作エージェン
ト 

リサーチ・業務自動化エージェン

ト 

業務への導入事例 

AIエージェントのリスク・
安全性・評価 

AIエージェント特有のリスク
と、安全に使うための原則お

よび評価・監視の考え方を理

解する 

権限の過剰付与のリスク 最小権限の原則、サンドボックス、

ホワイトリスト、連鎖的なエラー、

Human-in-the-Loop、プロンプトイ
ンジェクション、多層防御、Eval、継
続的なモニタリング、権限の過剰

付与、アクセス範囲、情報漏えい、

ガードレール、安全性 

連鎖的なエラーの拡大 

プロンプトインジェクション 

具体的なトラブル事例 

安全に使うための原則 

AIエージェントの評価 
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大項目 中項目 学習目標 学習項目 詳細キーワード 

第４章 
生成AIのリスク予防・AI倫

理・ガバナンス 

生成AI利用者の基本マ
インドセット 

生成AIを業務で利用する前に
理解しておくべき基本姿勢と、

AI時代に求められる判断力を
理解する 

生成AIを安全に使うための基本
姿勢 

検索エンジン、一次情報、主体性、

文脈理解、判断、出力の検証、利

用目的、ハルシネーション、バイア

ス、用途と影響度、専門家への確

認、AIを使わない判断、批判的思
考 

検索エンジンと生成AIの違い 

AIは補助者であり、最終責任は
人間にある 

AIの出力を鵜呑みにしてはいけ
ない理由 

生成AIを使ってよい場面・慎重に
使う場面・避けるべき場面 

AIを使うリスクと、AIを使わないリ
スク 

AI時代に求められる人間の役割 

生成AIの代表的リスク 

生成AIの利用によって生じる
代表的なリスクを、出力内容・

情報管理・権利侵害・倫理・セ

キュリティの観点から理解す

る 

生成AIに潜むリスクの全体像 ハルシネーション、情報漏えい、個

人情報、プライバシー侵害、著作

権、知的財産権、肖像権、パブリシ

ティ権、名誉毀損、信用毀損、炎

上、差別、偏見、バイアス、ディー

プフェイク、なりすまし、フィッシン

グ、マルウェア、脆弱性探索、自律

型AIエージェント、プロンプトイン
ジェクション、権利侵害、ファクト

チェック、機密情報、入力データの

取扱い、著作権侵害、利用許諾、

本人の同意、ソーシャルエンジニア

リング、多要素認証、人間による確

認・承認 

ハルシネーション 

情報漏えいリスク 

個人情報・プライバシー侵害リス

ク 

著作権・知的財産権侵害リスク 

肖像権・パブリシティ権侵害リスク 

名誉毀損・信用毀損・炎上リスク 

差別・偏見・バイアスのリスク 

ディープフェイクによるなりすまし

リスク 

フィッシング・詐欺・サイバー攻撃

への悪用 

自律型AIエージェントの想定外の
挙動・プロンプトインジェクション 

シャドーAIと企業コンプ
ライアンス 

シャドーAIとは何か、なぜ発
生するのか、企業と従業員が

それぞれ守るべきルールを理

解する 

シャドーAIとは シャドーAI、シャドーIT、承認済み
ツール、個人アカウント、未承認

ツール、ブラウザ拡張機能、アクセ

ス管理、利用履歴、情報漏えい、ト

レーサビリティ、入力可能な情報、

出力確認 

シャドーAIが発生する理由 

シャドーAIの具体例 

承認されていないAIツールを業
務利用する危険性 

シャドーAIが組織と従業員にもた
らす影響 

従業員が守るべき利用ルール 

生成AIを安全に使うための会社
と従業員の役割 

AI出力の評価と検証 

用途と影響度に応じた検証レ

ベルの考え方と、ファクト

チェック・妥当性レビューを通

じた採否判断を理解する 

承認されたAIでも出力確認が必
要な理由 

検証レベル、ファクトチェック、一次

情報、妥当性レビュー、採用、修

正、破棄、専門家確認、人間によ

る確認、誤情報、権利侵害、影響

度、前提条件、抜け漏れ、適切な

表現、第三者の権利、個人情報、

機密情報、差別・偏見、公開範囲 

用途と影響度に応じた検証レベ

ル 

ファクトチェック：事実・数値・出

典・最新情報の確認 

妥当性レビュー：前提・論理・抜け

漏れの確認 

表現・権利・個人情報・機密情報

の確認 

採用・修正・破棄・専門家確認の
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大項目 中項目 学習目標 学習項目 詳細キーワード 

判断 

個人情報・プライバ

シー・秘密保持 

個人情報保護法の基本と、業

務で扱う情報を生成AIに入力
してよいかを判断するための

考え方を学習する 

個人情報・プライバシー・秘密保

持の違い 
個人情報、プライバシー、秘密保

持、個人情報保護法、個人デー

タ、個人識別符号、要配慮個人情

報、機微情報、利用目的、本人同

意、第三者提供、委託、匿名加工

情報、仮名加工情報、マスキング、

営業秘密、不正競争防止法、秘密

保持契約（NDA）、秘密管理性、有
用性、非公知性、学習への利用、

顧客情報、企業機密、共有範囲、

アクセス権限 

個人情報保護法と生成AI利用の
関係 

個人情報とは何か 

個人識別符号 

要配慮個人情報と機微情報 

個人情報の利用目的・本人同意・

第三者提供 

個人情報は加工すれば生成AIに
入力できるのか 

業務で注意すべき個人情報の具

体例 

企業機密・秘密情報を生成AIに
入力するリスク 

AIの出力・要約・共有に情報が残
るリスク 

情報漏えい等が起きたときの対

応 

著作権・知的財産・生成

物の権利 

生成AIの入力・生成・利用の
各段階で関係する著作権や

知的財産権、AI生成物の権
利を学習する 

生成AIと知的財産権の全体像 知的財産、著作権、著作権法、著

作物、著作者人格権、複製権、翻

案権、著作権侵害、類似性、依拠

性、権利制限規定、第三者コンテ

ンツ、引用、転載、要約、翻案、商

標権、意匠権、特許権、肖像権、

パブリシティ権、利用規約、ライセ

ンス、OSS（オープンソースソフト
ウェア）、商用利用、職務著作、創

作意図、創作的寄与、AI生成物、
知的財産権、利用許諾、提供事業

者の透明性、創作的な表現、人格

的利益、顧客吸引力、本人の同

意、透明性、AI生成物の著作物性 

著作権と著作物の基本 

著作者人格権とは 

著作権侵害とAI生成物の類似リ
スク 

AI学習と著作権 

第三者コンテンツをAIに入力する
リスク 

引用・転載・要約・翻案の違い 

商標権・意匠権・特許権 

肖像権・パブリシティ権 

AIサービスの利用規約・ライセン
ス・透明性 

商用利用・社外公開前に確認す

べきこと 

AI生成物の権利帰属と人の創作
的関与 

AI倫理とAI事業者ガイ
ドライン 

AI倫理とELSIの考え方、AI事
業者ガイドラインが示す共通

の指針、生成AIが社会に与え
る影響を理解する 

AI倫理・ELSIとは AI倫理、ELSI（Ethical, Legal and 
Social Issues）、AI事業者ガイドラ
イン、人間中心、安全性、公平性、

プライバシー保護、セキュリティ確

保、透明性、アカウンタビリティ、教

育・リテラシー、公正競争確保、イ

ノベーション、高度なAIシステム、
偽情報、誤情報、誤送信、エコー

チェンバー、フィルターバブル、デ

ジタルタトゥー、人間の尊厳、自

律、人や社会への影響、人間によ

る監督、バイアス、プロンプトイン

ジェクション、責任体制、過度な依

存、環境負荷、計算資源 

AI事業者ガイドラインと人間中心
のAI 

安全性・公平性：人への不利益を

防ぐ 

プライバシー保護とセキュリティ

確保 

透明性・アカウンタビリティ：説明

と責任 

教育・リテラシー：AIを適切に使う
ために 

公正競争とイノベーション 
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大項目 中項目 学習目標 学習項目 詳細キーワード 

高度なAIシステムと影響に応じた
リスク管理 

偽情報・偏りと情報拡散のリスク 

雇用・教育・格差・環境への影響 

AIガバナンスと社内ガ
イドライン 

企業が生成AIを安全かつ持
続的に活用するためのAIガバ
ナンスと社内ガイドラインの整

え方を学習する 

AIガバナンスとは AIガバナンス、アジャイル・ガバナ
ンス、社内ガイドライン、APIキー、
レート制限、利用ログ、モニタリン

グ、インシデント対応、データの保

存・処理場所、通信経路、データ移

転、SLA、ISMS（ISO/IEC 27001
）、SOC 2、シングルサインオン（
SSO）、多要素認証、閉域網、オン
プレミス、ローカルLLM、アクセス
管理、提供事業者の透明性、入力

可能な情報、承認済みツール、利

用目的、コスト管理 

社内ガイドラインに盛り込む基本

項目 

AIツールを選定する際の確認項
目 

AIツールのレベル分けと入力情
報のルール 

新しいAIツールの申請と承認フ
ロー 

AIが出力したデータの取り扱い 

API・AIエージェント利用時のコス
ト・利用量の管理 

社内ルールを定着させる体制と

教育 

モニタリングと継続的な見直し 

AI法・国際ルール・AI安
全保障 

AI法の枠組みと国際的なルー
ル形成、AIと安全保障、国産
AI・AI人材の重要性を理解す
る 

AI法とは：制定の背景と基本構造 AI法、人工知能関連技術の研究開
発及び活用の推進に関する法律、

AI基本計画、AI戦略本部、適正性
確保指針、G7広島AIプロセス、国
際指針、国際行動規範、EU AI Act
（EU AI規則）、リスクベース・アプ
ローチ、安全保障、重要インフラ、

国産AI、国内基盤モデル、AI人
材、レジリエンス、リスキリング、ソ

フトロー、サイバーセキュリティ 

AI基本計画と国・事業者・利用者
の役割 

イノベーション促進とリスク対応の

両立 

AI法・ガイドライン・既存法令の関
係 

G7広島AIプロセスと海外のAI規
制動向 

AIと安全保障 

国産AI・国内基盤モデル・AI人材
の重要性 

継続的な情報収集とリスキリング

の重要性 
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大項目 中項目 学習目標 学習項目 詳細キーワード 

第５章 
生成AIの実践と活用事例 

プロンプトエンジニアリ

ング 

プロンプトの基本構成要素と

代表的なプロンプティング手

法、具体度のコントロールを

学習する 

プロンプトエンジニアリングとは プロンプトエンジニアリング、対話

的な改善、プロンプト、Zero-Shot
（ゼロショット）プロンプティング、

Few-Shotプロンプティング、
Chain-of-Thought（思考の連鎖）、
In-Context Learning（文脈内学習） 

プロンプトの基本構成要素 

Zero-Shotプロンプティング 

Few-Shotプロンプティング 

Chain-of-Thought（思考の連鎖） 

役割設定・出力形式の指定 

具体度のコントロール 

文書作成・コミュニケー

ション業務での活用 

メール・文書作成、校正、要

約、議事録、翻訳、スライド作

成における生成AIの活用方
法を学習する 

ビジネスメール・各種ビジネス文

書の作成 
事実確認、校正、添削、整形、要

約、要点抽出、文字起こし、議事

録、翻訳、スライドの作成 
文章の校正・添削・整形 

文章の要約・対象読者やトーンの

変更 

議事録の作成・要点抽出 

翻訳・多言語コミュニケーション 

プレゼンテーションスライドの作成 

企画・マーケティング業

務での活用 

キャッチコピー、企画立案、ア

ンケート、SNS、LP制作、リ
サーチにおける生成AIの活用
方法を学習する 

キャッチコピー・広告コピーの作

成 
ブレインストーミング、バイアス、LP
（ランディングページ）、デプロイ、

ハルシネーション、ディープリサー

チ、キャッチコピー、SNS投稿、市
場・競合リサーチ、一次情報 

企画立案・ブレインストーミング・

壁打ち 

アンケートの設計と分析 

SNS投稿・コンテンツ制作 

ランディングページの作成 

市場・競合リサーチ 

クリエイティブ制作での

活用 

画像・動画・音声・音楽の生成

と、既存素材の展開・多言語

ローカライズにおける活用方

法を学習する 

画像・ビジュアル素材の生成 画像生成AI、動画生成AI、音声生
成AI、TTS（Text-to-Speech）、モッ
クアップ、権利関係の確認、一貫

性、ライセンス条件 

動画コンテンツの生成・編集 

ナレーション・音声・BGMの生成 

ロゴ・デザイン案・モックアップの

作成 

既存素材のバリエーション展開・

多言語ローカライズ 

データ分析・リサーチ業

務での活用 

データの整形・集計・可視化

から、大量文書の情報抽出、

ディープリサーチ、定例レポー

トの自動化までを学習する 

データの整形・分類 RAG（検索拡張生成）、検算、
ディープリサーチ、ワークフロー型

エージェント、データの整形、分

類、個人情報、集計、一次情報 

表・データの集計と可視化 

大量文書からの情報抽出・要約 

ディープリサーチ：複数ソースを

横断調査 

定例レポートの自動生成 

開発・業務自動化での

活用 

コーディングエージェントによ

る開発支援と、複数ツール・

複数ステップを横断する業務

自動化を学習する 

コーディング・アプリ開発 コーディングエージェント、コード

ベース、リファクタリング、コンテキ

ストウィンドウ、MCP、フィードバッ
クループ、コードの生成、コードレ

ビュー、ライセンス、アプリ開発、セ

キュリティ、定型業務の自動化、ブ

ラウザ操作、権限、タスク分解 

既存システム・コードベースの調

査とリファクタリング 

定型業務の自動化 

ブラウザ操作・Web上の手続きの
自動化 

複数ツール・複数ステップを横断

する複合タスクの自動化 

業種別に見る生成AI活
用 

業種ごとの生成AI活用の実
態と、業種を問わず共通する

規制・機密性が重視される業種 AX（AIトランスフォーメーション）、
DX（デジタルトランスフォーメーショ
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大項目 中項目 学習目標 学習項目 詳細キーワード 

成功のポイントを理解する ン）、機密情報、専門家による確

認、安全性、コンテンツ制作、個人

情報、公平性、ツールの選定 

現場・ものづくりを支える業種 

顧客接点・コンテンツ制作の業種 

業種を問わず共通する成功のポ

イント 
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【生成AIパスポート試験シラバス改訂内容】 
　(2027年2月試験より適用) 
 
【章構成の見直し】 
 
章 旧シラバス（2026年10月試験まで） 新シラバス（2027年2月以降） 

1章 AI（人工知能） AIの基礎と歴史 

2章 生成AI（ジェネレーティブAI） 生成AI 

3章 現在の生成AI（ジェネレーティブAI）の動向 AIエージェント 

4章 情報リテラシー・基本理念とAI社会原則 生成AIのリスク予防・AI倫理・ガバナンス 

5章 テキスト生成AIのプロンプト制作と実例 生成AIの実践と活用事例 

 

【章別の主な改訂内容】 
 

章 改訂ポイント 改訂の意図 

第1章 AIの基礎と歴史 

従来のAIの定義や種類を中心とした構成を見直し、ルール
ベースと機械学習の違いや代表的な学習手法を整理すると

ともに、ニューラルネットワークの学習の仕組み、ディープ

ラーニングの代表的なモデルや生成系AIとの関係まで内容
を拡充。AIの歴史も技術の発展に沿って再構成し、生成AIや
AIエージェントにつながる基礎領域を体系化。 

生成AIやAIエージェントなど、AI技術が高度化・多様化する中
で、新しい技術やサービスを個別に理解するだけでなく、その

土台にあるAIの基本的な考え方や技術のつながりを正しく捉
えることが重要になっている。後続章で扱う生成AIやAIエー
ジェントを断片的な知識としてではなく、AI技術の発展の延長
線上で捉えられるよう、基礎となる知識を改めて整理した。 

第2章 生成AI 

従来の生成モデルの歴史や主要サービスを中心とした構成

から、現在の生成AIを「技術・学習・生成」の流れで捉える構
成へ再編。Transformer以降の技術革新や基盤モデル・マ
ルチモーダル化に加え、事前学習・RLHFなどの学習プロセ
ス、次トークン予測やハルシネーション、生成パラメータ、コン

テキストウィンドウなどの生成プロセスを追加。さらに、LLM
の特性やオンプレミス・オープンソースLLMまで対象を広げ、
生成AIの仕組みと技術的な全体像を体系的に捉える構成へ
拡張。 

生成AIの技術進化が加速し、モデルやサービスも次々と変化
する中で、個別の名称や機能を知るだけでは、その特性や限

界を十分に捉えることが難しくなっている。生成AIをブラック
ボックスとして利用するのではなく、学習や生成の基本原理を

理解することで、なぜ誤った出力が生じるのかといった特性を

本質的に捉え、出力を適切に評価・判断しながら、より効果的

な活用につなげられる構成とした。 

第3章 AIエージェント 

従来は一部項目として扱っていたAIエージェントを、独立した
章として再編。RAGやMCPに関する内容を更新するととも
に、エージェントの仕組みや外部連携、コンテキストエンジニ

アリング、プロンプトインジェクションなどの項目を追加。さら

に、活用事例からリスク、安全に使うための原則、評価・監視

まで対象を広げ、AIエージェントを技術・活用・安全性の各側
面から体系的に捉える構成へ拡充。 

AIエージェントの台頭により、AIは人の指示に応答するだけで
なく、外部のツールやデータと連携しながら、複数の工程を自

律的に進め、業務を支援・実行する存在へと進化している。こ

うしたAIの役割の変化を踏まえ、利便性や活用可能性だけで
なく、自律的な動作や権限付与に伴うリスク、人間による確

認・監督の重要性まで含め、AIエージェントを安全かつ適切に
活用するために必要な視点を取り入れた。 

第4章 生成AIのリスク予
防・AI倫理・ガバナンス 

従来の「情報リテラシー・基本理念とAI社会原則」を、生成AI
のリスク予防・AI倫理・ガバナンスを軸とする構成へ大幅に
再編。利用者の基本マインドセットを新たに位置づけ、代表

的なリスクやシャドーAI、AI出力の評価・検証、個人情報・プ
ライバシー、知的財産・生成物の権利、AI倫理などの内容を
拡充。さらに、用途や影響度に応じた検証、AIを使わない判
断、人間による確認・承認といった実践的な観点を加え、組

織におけるAIガバナンスや社内ガイドラインの整備・運用、AI
ツールの選定・承認、継続的なモニタリング・見直しまで具体

化。AI法・国際ルール、安全保障にも対象を広げ、個人の利
用判断から組織・社会におけるAI活用の管理までを一体的
に捉える構成へ拡張。 

生成AIの急速な普及により、個人・組織での活用が日常化す
る一方、不適切な利用やAIへの過度な依存、シャドーAIによ
る情報漏えいなど、従来とは異なるリスクが顕在化している。

AIを安全かつ適切に活用するには、ルールを知るだけでなく、
出力を評価・検証し、最終的な判断と責任を人間が担う姿勢

が一層重要になっている。また、業務でのAI活用が組織全体
へ広がる中、利用方針や管理体制を整え、継続的に見直す

AIガバナンスの強化が急務となっており、具体的な利用ルー
ルを定める社内ガイドラインの整備・運用の重要性も高まって

いる。こうした環境変化を踏まえ、個人の適切な判断から組織

的な管理まで、安全なAI活用を支える考え方を取り入れた。 
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章 改訂ポイント 改訂の意図 

第5章 生成AIの実践と
活用事例 

従来のテキスト生成AI・プロンプトを中心とした構成から、文
書作成、企画・マーケティング、クリエイティブ制作、データ分

析、開発・業務自動化、業種別活用まで対象領域を拡張。各

活用場面におけるリスクや留意点、出力の確認、権利・個人

情報への配慮など、安全かつ適切な活用に必要な観点も盛

り込み、生成AIの実務活用を、活用方法とリスク・留意点の
両面から取り扱う構成へ拡充。 

生成AIが一部の業務を補助するツールから、さまざまな職種・
業務で日常的に活用される存在へと変化している状況を反

映。単にプロンプトの書き方や個別の活用例を知るだけでな

く、目的や業務に応じて生成AIをどのように活用するかを考
え、その出力を確認しながら適切に利用する力が重要になっ

ている。活用による効果だけでなく、実際の業務で生じるリス

クや留意点もあわせて捉え、安全かつ効果的な実務活用に

つながる内容とした。 
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